
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 地域浮揚 次代を担う人づくり 

              安全で安心できる地域づくりを目指して ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２３年度当初予算のポイント 

１， 平成２３年度予算の規模 
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１，平成２３年度予算の規模                        
平成２３年度一般会計当初予算規模 

～平成１６年度以降８年連続の伸び、前年度比 5.3％増～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

区 分 平成２３年度 平成２２年度 増減 伸び率 

一般会計当初予算    1,248億円 1,184 億 9千万円 63 億 1 千万円 5.3％

●一般会計当初予算の主な増額要因 

●国予算及び地方財政計画の状況 
・ 国予算    92 兆 4,116 億円 前年度比 0.1％増 
・ 地方財政計画 82 兆 5,054 億円  〃   0.5％増 

 
＊平成２３年度当初予算は平成２２年度と同様に、国県の経済対策による交付金や補助金を有効

活用するため、その一部を３月補正予算へ前倒しを行いました。それぞれ前年度の３月補正予

算と当初予算の合算額で比較すると、予算規模は 3.4％増となります。 

 
区 分 平成２３年度 平成２２年度 増減 伸び率 

当初・３月補正合計 1,263億 2千万円 1,221億 4千万円 41 億 8 千万円 3.4％

公営住宅等建替・学校施設整備などによる普通建設事業費の増加 18 億 5 千万円

子ども手当の増額、生活保護率の上昇などによる扶助費の増加 29 億 7 千万円

「くるめつつじ債」の満期償還などによる公債費の増加 11 億 4 千万円

子宮頸がん予防ワクチン等接種による予防接種費の増加 6 億 9 千万円

平成２３年度一般会計の当初予算規模は、ＪＲ久留米駅周辺整備事業や中

学校給食センター整備事業など、大規模事業が大きく減少するものの、地域

の景気浮揚と安全・安心なまちづくりを目指した公共事業への積極的な取り

組み、また、子ども手当の増額や生活保護率の上昇による扶助費の増などか

ら、前年度より増加しています。 

平成２３年度予算編成にあたっては、次代を担う人づくり、安心できるま

ちづくり、といった「人」「安心」「活力」を基本的視点として、地域経済の

活性化のための新幹線活用関連事業、中心市街地活性化事業、及び安全で安

心できるまちづくりのための公営住宅等建替、学校施設整備などに重点配分

を行うとともに、効率的な財源活用により財政の健全化に努めました。 

その結果、当初予算規模は前年度比 5.3％増と、平成１６年度以降８年連

続の増額となります。 
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２，平成２３年度五つの重点施策                           

（１）子育て支援や教育などの人づくり、人権の尊重 

  ～保育所の待機児童ゼロ、学力向上、児童虐待防止などを目指して～ 

 
「一人ひとりを大切にした人本位のまちづくり」を基本的視点として、子育て安心

のまち、教育安心のまちを目指し、「次代を担う人づくり」の推進に努めるとともに、

人権が守られるまちの実現に向けた取り組みを進めます。 
具体的には、子育て安心への取り組みとして、待機児童ゼロに向けた私立保育所や

認定こども園の定員増、食育の推進など総合的な子育て支援策の充実を図ります。ま

た、教育安心への取り組みとして、生徒指導の充実や学習習慣定着への支援、様々な

不登校対策及び特別支援教育を通して、学力の向上や不登校の解消を図ります。さら

に、児童虐待対策として、組織･相談体制の充実や関係団体との連携強化に努めます。 

 

○主な新規・拡充事業など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 金  額 

○子育て安心のまち               826,793 千円 

医療的ケア短期入所支援事業      【新規】 5,394 千円 

私立保育所施設整備費補助金       《拡充》 612,483 千円 

認定こども園施設整備費補助金      《拡充》 187,950 千円 

私立保育所食育推進加配補助金      《拡充》 20,966 千円 

○教育安心のまち                                56,201 千円 

中学校生徒指導充実事業        【新規】 15,400 千円 

青木繁展・髙島野十郎里帰り展鑑賞事業 【新規】 3,462 千円 

学習習慣定着支援事業         【新規】 2,055 千円 

特別支援学校医療的ケア対応事業    《拡充》 9,583 千円 

学校ＩＣＴ活用支援事業        《拡充》 7,200 千円 

スクールソーシャルワーカー活用事業  《拡充》 6,213 千円 

発達障害早期総合支援事業       《拡充》 5,135 千円 

青少年の居場所づくり事業       《拡充》 4,851 千円 

中学校通級指導教室充実事業      《拡充》 2,302 千円 

○人権が守られるまち                          10,043 千円 

児童虐待対策事業           《拡充》 4,257 千円 

ＤＶ被害者支援の充実（３月補正）    【新規】 1,374 千円 

ＤＶ対策支援事業費補助金（３月補正）  【新規】 4,412 千円 

合 計 893,037 千円 
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（２）医療、福祉など安心できる地域づくり 

  ～健康・医療・環境の取り組み、市民との協働がみえるまちを目指して～ 

医療、福祉、環境などの施策の充実を図り、みんなが安全に安心して暮らせるまち、

誰もが住みたくなるまちを目指します。 
具体的には、(仮称)南部保健センターの建設や、がん検診やワクチン接種など健康づ

くり施策に積極的に取り組むほか、公営住宅等建替、学校施設の整備充実及び維持管

理、地域防災力の向上、環境先進の取り組みなど、安心できる地域づくりに努めます。   
また、市民との協働によるまちづくりを推進するとともに、全市域にコミュニティ

活動が定着するよう様々な支援を行い、市民ニーズや地域課題の解決に努めます。 

 

 

○主な新規・拡充事業など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪注≫リデュース（ごみの発生抑制）リユース（再使用） リサイクル（ごみの再生利用）の 3 つの頭文字をとった言葉 

事 業 名 金  額 

○健康・医療安心のまち             942,181 千円 

（仮称）南部保健センター建設事業   【新規】   190,990千円 

働く世代への大腸がん検診       【新規】 47,090 千円 

バイバイ・メタボ事業         【新規】 1,891 千円 

子宮頸がん予防ワクチン等接種事業  702,210 千円 

○安心できる地域づくり            4,602,576 千円 

防犯灯設置推進事業          《拡充》 66,855 千円 

セーフコミュニティ認証取得事業 8,286 千円 

公営住宅等建替事業          《拡充》 2,320,207 千円 

学校施設の整備充実及び維持管理事業  《拡充》 2,177,872千円 

地域防災力の向上（３月補正含む）       29,356 千円 

○環境先進の取り組み               2,616 千円 

生ごみ減量推進事業          【新規】 1,085 千円 

環境カレッジ、エコビジネスセミナー開催【新規】 581 千円 

３Ｒ≪注≫推進事業、緑のｶｰﾃﾝﾓﾆﾀｰ事業 【新規】 950 千円 

○市民との協働がみえるまち           57,198 千円 

協働推進事業             【新規】 1,305 千円 

校区コミュニティ組織早期定着支援事業 【新規】 34,050 千円 

自治会活動支援事業          【新規】 20,603 千円 

団塊世代等社会参加促進事業      【新規】 1,240 千円 

合 計 5,604,571 千円 
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（３）農・商・工業の元気づくり 

  ～中小企業が元気なまち、農業の魅力があるまちを目指して～ 

 

中小企業者への支援施策の充実や、企業誘致などによる雇用の創出、新産業の創出

支援を図ります。また、久留米産農産物の情報発信と販路拡大を推進することにより、

農業の高収益化と販売力の強化を目指します。 
具体的には、「中小企業が元気なまち」への取り組みとして、新事業展開支援資金制

度の新設や、農商工連携の支援、地域商業連携や国際経済交流の支援等を図ります。

また、「農業の魅力があるまち」への取り組みとして、久留米農産物のブランド化や輸

出の促進による販売力強化、地産地消推進への支援等に努めます。 

 

 

○主な新規・拡充事業など 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 金  額 

○中小企業が元気なまち             532,750 千円 

新事業展開支援資金預託金       【新規】

農商工連携支援事業          【新規】

地域商業連携活力向上事業費補助金   【新規】

国際経済交流事業           【新規】

商品券発行事業費補助金  

ものづくり振興事業 

企業誘致推進事業               

新産業の創出支援（３月補正含む）       

297,000 千円 

3,600 千円 

3,000 千円 

1,819 千円 

105,000 千円 

40,381 千円 

11,043 千円 

70,907 千円 

○農業の魅力があるまち             619,104 千円 

農産物輸出促進事業          【新規】

地産地消推進店連携事業        【新規】

園芸農業等総合対策事業        《拡充》

食育推進事業             《拡充》

米消費拡大推進事業費補助金      《拡充》

観光農業推進モデル事業        《拡充》

久留米農産物ブランド化事業 

2,401 千円 

760 千円 

597,422 千円 

4,900 千円 

2,400 千円 

1,600 千円 

9,621 千円 

合 計 1,151,854 千円 
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（４）賑わいづくりや広域求心力づくり 

  ～観光･ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ、県南の賑わいと社会基盤の充実したまちを目指して～ 

 

観光や市民文化の振興を図ることにより、久留米の魅力を高めるとともに、コンパ

クトで賑わいのある都市づくり、街なかの再生や広域幹線道路の整備を進めます。 
具体的には、定住促進の取り組みを行うとともに、国際経済観光･市民文化の振興を

図ります。また、民間事業者による街なか再生の取り組みの支援などにより、賑わい

のある都市づくりを進め、都市交通･都市計画マスタープランを策定し、将来の交通体

系や都市づくりの目標を定めるとともに、街路事業の推進により社会基盤の充実した

まちを目指します。 

 

 

○主な新規・拡充事業など 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 金  額 

定住促進事業             【新規】 1,159 千円 

○観光･市民文化の振興              28,211 千円 

国際経済観光事業           【新規】 3,245 千円 

髙島野十郎里帰り展事業費補助金        17,800 千円 

有馬記念館の活用事業 7,166 千円 

○賑わいのある都市づくり            558,198 千円 

六ツ門地区再整備事業         【新規】 69,157 千円 

（仮称）総合都市プラザ整備事業    【新規】 15,365 千円 

中心市街地商店街防犯カメラ設置事業  【新規】 1,800 千円 

新世界地区優良建築物等整備事業  423,744 千円 

地域優良賃貸住宅助成事業 48,132 千円 

○社会基盤の充実したまち           2,225,499 千円 

JR 久留米駅周辺文化拠点環境整備事業（青木旧居駐車場整備）【新規】 112,374 千円 

都市交通マスタープラン策定      【新規】 11,070 千円 

都市計画マスタープラン策定       8,340 千円 

街路事業（東合川野伏間線、合川町津福本町線、東櫛原町本町線等）  2,093,715 千円 

合 計 2,813,067 千円 
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（５）行財政改革による質の高い市役所づくり 

  ～選択と集中の徹底、行政の効率化と市民サービスの質の向上を目指して～ 

 

久留米市事業仕分け等により事業の選択と集中の徹底を図るとともに、定住自立圏

推進事業、情報処理システムの効率化、収納率向上対策を行うことなどにより、行政

の効率化と市民サービスの質の向上を目指します。 

 

 

○主な事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○事業仕分けにより見直す事業 

 
※平成２２年度に「久留米市事業仕分け」を実施し、外部有識者による意見を踏まえ、

平成２３年度予算において、前年度比 8,491 千円の事業費を見直しました。 

 

事業名 平成２３年度 平成２２年度 見直し額 見直し内容 

音楽の祭典事業費 

補助金 
6,300 千円 7,000 千円 -700 千円 補助額を見直し（１割削減）

ラジオ体操推進事業 250 千円 618 千円 -368 千円 
ラジオ体操支援事業を廃止

（一部廃止） 

健康づくり推進員事業 3,898 千円 6,971 千円 -3,073 千円 
事業を見直し、保健師による

個別指導等に再構築（改善）

高齢者健康表彰事業 － 4,350 千円 -4,350 千円 （事業廃止） 

 
 
 

事 業 名 金  額 

久留米市事業仕分け          

定住自立圏推進事業 

情報処理システム全体最適化事業 

市民センター改修事業 

収納率向上対策事業 

2,703 千円 

131,452 千円 

600,784 千円 

69,809 千円 

15,188 千円 

合 計 819,936 千円 



 7 

３，平成２３年度予算の特色                        
（１） 地域の景気浮揚、安全で安心できるまちづくり 
 ①市民生活に直結した公共事業への重点化 

～当初予算の普通建設事業費は、前年度比 12.6%増～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

●普通建設事業費の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 平成２３年度 平成２２年度 増減 伸び率 

一般会計当初予算 165 億 7 千万円 147 億 2 千万円 18 億 5 千万円 12.6%

３月補正予算 9 億 2 千万円 21 億 9 千万円 ‐12 億 7 千万円 ‐58.0%

当初・３月補正合計 174 億 9 千万円 169 億 1 千万円 5 億 8 千万円 3.4%

平成２３年度予算は、花畑駅周辺土地区画整理事業、ＪＲ久留米駅周辺整

備事業、中学校給食センター整備事業が平成２２年度でほぼ終了する一方、

久留米地域の景気浮揚と活力、賑わいづくりを推進し、また、市民が安全で

安心して住めるまちづくりを目指して、公営住宅の建替や、学校施設の維持

補修、私立保育所等の施設整備助成など、市民生活に直結し、地場企業の受

注機会の増加に繋がるような公共事業について、予算配分の重点化を図りま

した。 

その結果、普通建設事業費は前年度比 12.6％増となりました。 

また、国の経済対策による交付金を活用した平成２２年度３月補正予算を

含めると、普通建設事業費総額は 174 億 9 千万円、平成２１年度３月補正を

含めた平成２２年度と比較すると 5 億 8 千万円、3.4％の増となります。 

なお、普通建設事業のうち工事請負費につきましては、直前の３月補正予

算を含め、21 億 7 千万円、28.4％の大幅増となりました。 
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普通建設事業費の主な増減  
平成２３年度 （平成２２年度）   （増減額） 

・公営住宅等建替事業      2,317 百万円 （1,162 百万円） （1,155 百万円） 

・学校施設整備事業       1,908 百万円 （1,363 百万円）  （545 百万円） 

・児童福祉施設整備事業      1,047 百万円  （833 百万円）  （214 百万円） 

・道路・橋りょう新設改良事業  2,554 百万円 （2,416 百万円）  （138 百万円）      

・花畑駅周辺土地区画整理事業    14 百万円  （707 百万円）  （-693 百万円） 

・ＪＲ久留米駅周辺整備事業    200 百万円 （1,558 百万円） （-1,358 百万円）  

・中学校給食センター整備事業       － （1,600 百万円） （-1,600 百万円） 
＊平成２３年度・平成２２年度は、それぞれ平成２２年度３月補正予算、平成２１年度３

月補正予算と当初予算の合算額。 

 

●道路事業費の状況        

項 目  平成２３年度  平成２２年度  増減   伸び率 

 道路新設改良  

うち生活道路  

 交通安全施設  

 橋りょう新設改良 

 街路事業 

 道路維持修繕  

24 億 5 千万円

10 億 7 千万円

1 億 5 千万円

1 千万円

23 億 6 千万円

3 億 7 千万円

20 億 8 千万円

11 億円

1 億 6 千万円

1 億 8 千万円

25 億 6 千万円

3 億 1 千万円

3 億 7 千万円

- 3 千万円

     - 1 千万円

- 1 億 7 千万円

- 2 億円

6 千万円

17.8％

- 2.7％

- 6.3％

- 94.4％

- 7.8％

19.4％

合 計 53 億 4 千万円 52 億 9 千万円 5 千万円 0.9％

＊平成２３年度・平成２２年度は、それぞれ平成２２年度３月補正予算、平成２１年度３

月補正予算と当初予算の合算額。 

＊この表には普通建設事業費及び維持補修費等を含む。 

 

●工事請負費の状況 

区 分 平成２３年度 平成２２年度 増減 伸び率 

一般会計当初予算 

３月補正予算 

87 億 5 千万円

10 億 7 千万円

58 億 7 千万円

17 億 8 千万円

28 億 8 千万円 

‐7 億 1 千万円 

49.1％

‐39.9％

合 計 98 億 2 千万円 76 億 5 千万円 21 億 7 千万円 28.4％
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②雇用の創出 

  ～県基金･市基金を活用した雇用対策、事業所への支援～ 

 

  平成２２年１２月の久留米地域の有効求人倍率は 0.52 倍と、全国平均の 0.57 倍を

下回っており、近年で最も低かった２２年４月の 0.37 倍と比較すると、多少持ち直し

ています。しかしながら、依然として市内の雇用環境は厳しく、雇用の場を確保する

取り組みが求められます。 

平成２３年度予算では雇用状況の改善に向け、県基金及び市基金を積極的に活用し、

20 事業、総額１億 8 千万円の雇用対策事業を実施し、112 人の新規雇用の場を創出し

ます。また、事業所への雇用支援制度についても継続して実施します。 

 

 
○雇用対策の状況 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 事業費 新規雇用者数 

○雇用対策事業             177,317 千円     112 人 

法定外公共物調査事業 31,000 千円 27 人 

公共基準点設置事業 40,000 千円 20 人 

臨時職員緊急雇用事業 16,232 千円 13 人 

介護人材雇用促進事業      【新規】 8,499 千円 10 人 

史跡広場環境整備事業 7,595 千円 7 人 

学校校務員技能向上事業 26,128 千円 5 人 

求職者総合支援センター事業 7,133 千円 1 人 

観光実態調査事業 1,656 千円 1 人 

中学校生徒指導充実事業    【新規】 15,400 千円 10 人 

その他 11 事業 23,674 千円 18 人 

○事業所への雇用支援          14,790 千円      － 

雇用奨励金補助金 

就農促進対策事業費補助金 

8,670 千円

6,120 千円

－ 

－ 

合  計 192,107 千円 112 人 
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③国の経済対策による事業の推進 
  ～県基金、市基金、及び国交付金の活用～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○県基金、市基金、及び国交付金の活用状況 

項 目 事業数 事業費 基金･交付金 

○県基金活用事業 31 事業 1,033,854 千円 850,124 千円

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費補助金 

子育て活動支援費補助金 

子育て応援基金補助金 

13 事業

16 事業

2 事業

151,643 千円 

81,778 千円 

800,433 千円 

151,643 千円

81,778 千円

616,703 千円

○市基金活用事業 35 事業 864,416 千円 827,638 千円

久留米広域定住自立圏形成基金 

久留米市地域活性化・公共投資基金 

久留米市グリーンニューディール基金 

14 事業

17 事業

4 事業

131,452 千円

614,039 千円 

118,925 千円 

131,452 千円

614,039 千円

82,147 千円

○国交付金活用事業（３月補正予算で活用） 20 事業 597,081 千円 455,645 千円

きめ細かな交付金 

住民生活に光をそそぐ交付金 

8 事業

12 事業

447,428 千円

149,653 千円 

305,992 千円

149,653 千円

合  計 86 事業 2,495,351 千円 2,133,407 千円

平成２３年度予算編成にあたっては、国の経済対策に伴う地方への交付金

などを有効に活用し、財源の効率化を図りながら、山積する行政課題の解消

に努めました。 
具体的には、国の経済対策により県に設置された基金からの補助金を積極

的に活用し、保育所や認定こども園に対する支援を行います。 
同様に、国の経済対策による臨時交付金を財源として、本市に設置した定

住自立圏形成基金、地域活性化・公共投資基金、グリーンニューディール基

金を活用し、魅力と活力のある久留米広域定住自立圏の形成、公共事業の実

施による地域経済の活性化、環境負荷低減のための事業を推進します。 
なお、国の平成２２年度１次補正により、本市に配分される「きめ細かな

交付金」「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用し、平成２３年度事業の一

部を平成２２年度３月補正予算へ前倒しを行い、本市の地域ニーズに応じ

た、きめ細かな事業を実施します。 
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（２）新幹線活用関連事業 

  ～新幹線を活用した、広域交流・定住・来街者を引き込む戦略づくり～ 

 

九州新幹線開業のインパクトを地域活性化の起爆剤とし、久留米が持つ自然と食、

文化芸術やものづくり、高度医療などの豊富な地域資源を活かし、「交流人口」や「定

住人口」の増加を図り、市全域の活性化につなげます。 

具体的には、「広域交流を支える玄関口づくり」「定住を促す環境づくり」「来街者を

引き込む仕掛けづくり」を基本戦略の軸とし、久留米市のイメージアップを図る「花

とみどりの景観事業」、定住を促すための「定住魅力の情報発信」、多くの来街者を誘

致するための「都市圏への情報発信事業」や「各種新幹線開業記念事業」など、新幹

線開業効果をフルに活用したまちづくりに積極的に取り組みます。 
 

 

○ 主な事業（次のページに続きます） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊他のページの事業を再掲しているものがあります。 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 金 額 

○広域交流を支える玄関口づくり          315,807 千円 

都市交通マスタープラン策定       【新規】 11,070 千円 

JR 久留米駅周辺整備事業 269,537 千円 

花とみどりの景観整備事業 32,800 千円 

都市計画基本方針計画策定事業（JR 久留米駅西口） 2,400 千円 

○定住を促す環境づくり              474,035 千円 

定住促進事業              【新規】 1,159 千円 

 新世界地区優良建築物等整備事業 423,744 千円 

地域優良賃貸住宅助成事業 48,132 千円 

街なか居住促進研究支援事業 1,000 千円 
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＊他のページの事業を再掲しているものがあります。 

事 業 名 金 額 

○来街者を引き込む仕掛けづくり          248,473 千円 

 新幹線プロモーション推進事業 33,000 千円 

 地域ブランド戦略推進事業 4,631 千円 

JR 久留米駅周辺文化拠点環境整備事業（青木旧居駐車場整備）【新規】  112,374 千円 

 みどりの里づくり事業     23,686 千円 

 観光案内サイン設置事業 11,900 千円 

 全国ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌﾚﾃﾞｨｽ交歓大会補助金   【新規】 4,000 千円 

 国際経済観光事業            【新規】 3,245 千円 

 髙島野十郎里帰り展事業費補助金 17,800 千円 

 商品化戦略プラン実施事業費補助金（まち旅等） 23,700 千円 

 有馬記念館の活用事業 7,166 千円 

 B 級グルメの聖地事業補助金 3,700 千円 

 フラワー都市交流事業 3,271 千円 

合  計 1,038,315 千円 
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（３）中心市街地活性化事業による街なかの再生 

  ～商業者と市民、行政が連携して街の賑わいづくりを進めます～ 

 

中心市街地活性化基本計画に基づき、商工団体･商業者･市民･市が一体となって、コン

パクトで賑わいのある都市づくりを目指して、積極的に実現性・実効性の高い取り組み

を行います。 
 具体的には、「賑わい交流機能の強化」「都心部商業の活性化」「街なか居住促進」を施

策の 3 本柱として、六ツ門地区の再整備、（仮称）総合都市プラザの整備、新世界地区の

再整備とあわせて、商業機能が集積する「街なか」の再生を目指します。 

 

 
○主な事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

＊他のページの事業を再掲しているものがあります。 

事 業 名 金 額 

○賑わい交流機能の強化               186,734 千円 

六ツ門地区再整備事業              【新規】 69,157 千円 

六角堂広場の管理運営 39,781 千円 

花とみどりの景観整備事業 32,800 千円 

（仮称）総合都市プラザ整備事業      【新規】 15,365 千円 

観光案内サイン設置事業 11,900 千円 

一番街多目的ギャラリー運営事業 9,270 千円 

くるめ光の祭典事業 6,000 千円 

タウンモビリティ運営事業 2,461 千円 

○都心部商業の活性化                42,200 千円 

中心市街地商店街防犯カメラ設置事業    【新規】 1,800 千円 

中心市街地商店街活性化パートナー出店促進事業 30,000 千円 

人にやさしい商店街づくり事業 7,500 千円 

都心部商店街イベント助成 2,900 千円 

○街なか居住促進                 472,876 千円 

新世界地区優良建築物等整備事業 423,744 千円 

地域優良賃貸住宅助成事業 48,132 千円 

街なか居住促進研究支援事業 1,000 千円 

合  計 701,810 千円 
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平成２３年度の新規事業 
平成２３年度の新規事業は、（仮称）南部保健センター建設事業、新事業展開支援資金

制度の新設、六ツ門地区再整備事業など 55 件、1,790,266 千円です。 

 
【新規事業の年度別状況】 

年度 件数 事業費 主なもの 

平成２３年度 55 件 1,790,266 千円 

(仮称)南部保健センター建設事業 190,990 千円 

新事業展開支援資金制度の新設 297,000 千円 

六ツ門地区再整備事業        69,157 千円 

平成２２年度 
68 件 

（67 件） 

7,374,198 千円

（1,228,833千円）

子ども手当 6,145,365 千円 

平成２１年度 61 件 535,633 千円 学童保育所整備（3 箇所）86,172 千円 

平成２０年度 
88 件 

（86 件） 

4,541,725 千円

（1,488,051千円）

後期高齢医療負担金･繰出金(2 件)3,053,674 千円  

平成１９年度 
78 件 

（74 件） 

3,193,182 千円

(2,819,376 千円)

保健所等中核市移行経費(4 件) 373,806 千円 

上津ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ長期包括委託 692,828 千円 

吉本工業団地周辺道路整備 290,250 千円 

平成１８年度 69 件 1,268,693 千円 消防緊急通信指令施設改修 312,160 千円 

平成１７年度 86 件 2,867,764 千円 南薫小学校校舎等建設   413,982 千円 

 ＊下段（ ）書きは、国の制度変更などの特殊要因を除いた件数･事業費を記入しています。 
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４，財政状況                               
 
 
 
 
 
 
 

 
【基金の状況】 

項 目 ２２年度末見込 ２３年度積立額 ２３年度取崩計画 ２３年度末見込 

基金合計 218 億 1 千万円 6 億 9 千万円 44 億円 181 億円 
うち主要 4 基金 76 億 9 千万円 5 億 7 千万円 25 億円 57 億 6 千万円

 
【市債の状況】 

項 目 ２２年度末見込 ２３年度借入額 ２３年度償還額 ２３年度末見込 

市債残高 1,221 億 4 千万円 133 億 2 千万円 105 億 1 千万円 1,249 億 5 千万円 
うち臨時財政対策債 315 億 2 千万円 57 億円 13 億 2 千万円 359 億円 

差し引き通常債等 906 億 2 千万円 76 億 2 千万円 91 億 9 千万円 890 億 5 千万円

＊臨時財政対策債は、その償還額について地方交付税で全額措置される。 
＊平成２３年度末の市債残高は、市民一人あたり約 41 万円。 

 
○地方債区分ごと借入状況（当初予算ベース） 

地方債区分 ２２年度予算 ２３年度予算 増減 

建設地方債 62 億 6 千万円 75 億円 12 億 4 千万円 

通常債 16 億 2 千万円 31 億 7 千万円 15 億 5 千万円  
合併特例債 46 億 4 千万円 43 億 3 千万円 -3 億 1 千万円 

借換債 － 1 億 2 千万円 1 億 2 千万円 
臨時財政対策債 56 億 5 千万円 57 億円 5 千万円 

合 計 119 億 1千万円 133 億 2千万円 14 億 1 千万円

 

平成２３年度当初予算時点における主要 4 基金の活用額は、前年度と同額の

25 億円としていますが、決算時点で基金取り崩しゼロを目標に、予算執行にお

いてはさらなる創意工夫を図り、経費の節減に努めます。 
また、市債については、交付税措置のある有利な地方債の活用を図り、実質

的な市債残高の抑制に努めます。 
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＊平成１６年度末の市債残高が増加しているのは、１市４町合併したことによるもの。 

 
 
 
 

※H21 までは決算、H22 は見込み、H23 は当初予算ベース 

※H21 までは決算、H22 は見込み、H23 は当初予算ベース 

824 865 

1,135 1,143 1,145 1,148 1,155 1,168 1,221 
1,250 

※H21 までは決算、H22 は見込み、H23 は当初予算ベース 



５，平成２３年度当初予算の姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）財政規模の推移
(単位:千円,％)

平成23年度 平成22年度

当初予算額(A) 当初予算額(B) 増減額(A-B) 増減率

220,534,000 210,734,000 9,800,000 4.7

124,800,000 118,490,000 6,310,000 5.3

国民健康保険事業 35,377,000 34,730,000 647,000 1.9

競輪事業 16,680,000 14,450,000 2,230,000 15.4

中央卸売市場事業 293,000 603,000 -310,000 -51.4

特 住宅新築資金等貸付事業 28,000 20,000 8,000 40.0

下水道事業 10,386,000 10,390,000 -4,000 -0.0

別 市営駐車場事業 52,000 19,000 33,000 173.7

介護保険事業 20,790,000 20,200,000 590,000 2.9

会 簡易水道事業 13,000 13,000 0 0.0

地方卸売市場事業 7,000 7,000 0 0.0

計 農業集落排水事業 444,000 301,000 143,000 47.5

特定地域生活排水処理事業 195,000 166,000 29,000 17.5

後期高齢者医療事業 3,440,000 3,717,000 -277,000 -7.5

母子寡婦福祉資金貸付事業 107,000 107,000 0 0.0

老人保健事業 0 5,000 -5,000 皆減

計 87,812,000 84,728,000 3,084,000 3.6

水道事業会計 7,922,000 7,516,000 406,000 5.4

計 7,922,000 7,516,000 406,000 5.4

公

営

企

業

会

計

区  　　　分
比　 　較

一　般　会　計

久留米市予算総額
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（２）一般会計歳入
(単位:千円,％)

対前年度
構成比 構成比 伸  率

1 市税 36,290,004 29.1 35,130,003 29.6 3.3
2 地方譲与税 890,000 0.7 900,000 0.8 -1.1
3 利子割交付金 129,000 0.1 186,000 0.2 -30.6
4 配当割交付金 49,000 0.0 33,000 0.0 48.5
5 株式等譲渡所得割交付金 22,000 0.0 14,000 0.0 57.1
6 地方消費税交付金 3,080,000 2.5 2,860,000 2.4 7.7
7 ゴルフ場利用税交付金 10,000 0.0 10,000 0.0 0.0
8 自動車取得税交付金 295,000 0.2 305,000 0.3 -3.3
9 国有提供施設等交付金 85,000 0.1 78,000 0.1 9.0

10 地方特例交付金 463,000 0.4 524,000 0.4 -11.6
11 地方交付税 22,486,000 18.0 21,110,000 17.8 6.5
12 交通安全対策特別交付金 82,000 0.1 95,000 0.1 -13.7
13 分担金及び負担金 1,584,046 1.3 1,548,203 1.3 2.3
14 使用料及び手数料 1,889,863 1.5 1,907,567 1.6 -0.9
15 国庫支出金 23,483,004 18.8 20,272,830 17.1 15.8
16 県支出金 6,856,379 5.5 6,536,585 5.5 4.9
17 財産収入 394,603 0.3 345,177 0.3 14.3
18 寄附金 27,650 0.0 23,810 0.0 16.1
19 繰入金 4,413,738 3.5 4,212,333 3.6 4.8
20 繰越金 700,000 0.6 600,000 0.5 16.7
21 諸収入 8,245,313 6.6 9,882,992 8.3 -16.6
22 市債 13,324,400 10.7 11,915,500 10.1 11.8

合　　　計 124,800,000 100.0 118,490,000 100.0 5.3

平成23年度予算額 平成22年度予算額
区　　　　分

自主財源
53,545
42.9%依存財源

71,255
57.1%

諸収入
8,245
6.6%

その他
9,010
7.2%市債

13,325
10.7%

国庫支出金
23,483
18.8%

地方交付税
22,486
18.0%

譲与税・交付金
5,105
4.1%

県支出金
6,856
5.5%

市税
36,290
29.1%

歳入総額
124,800百万円

地方譲与税           890
利子割交付金         129
配当割交付金          49
株式等譲渡所得割交付金
                      22
地方消費税交付金   3,080
ゴルフ場利用税交付金  10
自動車取得税交付金 　295
国有提供施設等交付金　85
地方特例交付金 　　　463
交通安全対策特別交付金82

分担金及び負担金　1,584
使用料及び手数料　1,890
財産収入　　　　　　394
寄附金　　　　　　　 28
繰入金　　　　　　4,414
繰越金　　　　　　　700

【単位：百万円】
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（３）一般会計歳出（目的別）
(単位:千円,％)

対前年度

構成比 構成比 伸  率

 1  議会費 835,863 0.7 674,525 0.6 23.9

 2  総務費 9,724,049 7.8 9,015,317 7.6 7.9

 3  民生費 49,591,296 39.7 46,349,909 39.1 7.0

 4  衛生費 10,238,305 8.2 8,350,995 7.0 22.6

 5  労働費 368,933 0.3 377,348 0.3 -2.2

 6  農林水産業費 3,070,376 2.5 2,942,706 2.5 4.3

 7  商工費 9,011,197 7.2 10,887,319 9.2 -17.2

 8  土木費 14,053,427 11.3 12,927,916 10.9 8.7

 9  消防費 2,972,080 2.4 3,025,765 2.6 -1.8

10  教育費 12,296,729 9.8 12,333,294 10.4 -0.3

11  災害復旧費 2 0.0 11,002 0.0 -100.0

12  公債費 12,447,112 10.0 11,411,977 9.6 9.1

13  諸支出金 70,631 0.0 61,927 0.1 14.1

14  予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

  　　　合　　　計 124,800,000 100.0 118,490,000 100.0 5.3

【単位：百万円】

区　　　　分
平成23年度予算額 平成22年度予算額

歳出総額
118,480百万円

商工費
9,011
7.2%

総務費
9,724
7.8%

教育費
12,297
9.8%

公債費
12,447
10.0%

土木費
14,054
11.3%

衛生費
10,238
8.2%

農林水産業費
3,070
2.5%

消防費
2,972
2.4%

議会費
836
0.7%

その他
560
0.4%

民生費
49,591
39.7%

歳出総額
124,800百万円

労働費　　　369
諸支出金　　 71
予備費　　　120
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（４）一般会計歳出（性質別）
(単位:千円,％)

対前年度

構成比 構成比 伸  率

    人件費 15,162,597 12.1 15,463,972 13.1 -1.9

    物件費 16,565,762 13.3 14,806,237 12.5 11.9

    維持補修費 1,380,125 1.1 1,408,815 1.2 -2.0

    扶助費 33,110,621 26.5 30,142,094 25.5 9.8

    補助費等 12,554,984 10.1 12,428,705 10.5 1.0

    公債費 12,941,037 10.4 11,805,944 10.0 9.6

    積立金 158,874 0.1 160,162 0.1 -0.8

    投資及び出資金 60,132 0.0 46,283 0.0 29.9

  　貸付金 7,438,900 6.0 9,053,300 7.6 -17.8

  　繰出金 8,736,476 7.0 8,323,752 7.0 5.0

  　普通建設事業 16,570,490 13.3 14,719,734 12.4 12.6

    災害復旧事業 2 0.0 11,002 0.0 -100.0

    予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

 　歳 出 合 計 124,800,000 100.0 118,490,000 100.0 5.3

【単位：百万円】

区　　　　分
平成23年度予算額 平成22年度予算額

補助費等
12,555
10.1%

物件費
16,566
13.3%

公債費
12,941
10.4%

人件費
15,163
12.1%

普通建設事業費
16,570
13.3%

扶助費
33,111
26.5%

その他
339
0.2%

維持補修費
1,380
1.1%

貸付金
7,439
6.0%

繰出金
8,736
7.0%

歳出総額
124,800百万円

積立金　　      159
投資及び出資金　 60
予備費　　  　　120
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